
わ
れ
わ
れ
は
、
今
般
、
自
由
民
主
党
に
お
い
て
新
総
裁
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
に
鑑
み
、
 
 

自
由
民
主
党
、
公
明
党
両
党
の
連
立
政
権
蚤
足
以
求
の
政
権
合
意
を
尊
重
し
、
免
の
参
観
 
 

院
選
挙
で
示
さ
れ
た
民
意
を
鼻
撃
に
受
け
と
め
、
新
た
な
連
立
政
権
に
お
い
て
若
者
が
希
 
 

望
を
持
っ
て
未
来
を
切
り
開
き
、
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
募
ら
せ
る
く
に
づ
く
り
を
進
め
、
 
 

国
際
社
会
へ
の
平
和
ヒ
安
定
に
一
層
首
献
す
る
。
 
 
 

参
議
院
選
挙
で
与
党
で
あ
る
自
由
民
主
党
、
公
明
党
に
対
し
て
示
さ
れ
た
民
意
に
つ
い
 
 

て
両
党
は
、
構
造
改
革
路
線
は
確
固
と
し
て
継
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
改
革
を
 
 

急
ぐ
余
り
、
そ
こ
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
人
た
ち
や
地
域
、
弱
者
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
 
 

ッ
ト
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
を
率
直
に
反
省
し
、
負
担
増
・
格
差
の
緩
和
な
ど
国
民
生
 
 

活
に
重
き
を
置
い
た
方
向
の
政
嵐
を
断
行
す
る
こ
と
が
必
蚤
ヒ
考
え
る
。
 
 
 

そ
の
実
現
を
め
ぎ
す
た
め
、
ま
ず
 
「
政
治
と
カ
ネ
」
 
の
透
明
化
を
進
め
、
政
治
に
対
す
 
 

る
国
民
の
信
頼
を
取
り
及
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
 
 

両
党
は
こ
れ
ま
で
の
成
果
の
上
に
、
以
下
に
掲
げ
る
重
点
政
見
の
課
題
に
仝
カ
で
取
り
 
 

組
む
決
意
を
改
め
て
確
認
す
る
。
 
 

一
、
経
済
財
改
選
営
 
 
 

名
目
成
長
率
二
％
台
を
達
成
す
る
た
め
の
成
長
戦
略
を
継
続
さ
せ
る
と
と
も
に
、
財
政
 
 

再
建
に
向
け
た
方
針
を
着
実
に
進
め
る
。
 
 
 

国
際
娩
争
力
強
化
の
た
め
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。
 
 
 

中
小
零
細
企
業
に
対
す
る
金
融
・
経
営
史
扱
の
強
化
や
事
業
承
継
税
制
の
抜
本
見
直
し
 
 

な
ど
、
中
小
企
業
丈
扱
泉
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
、
下
請
け
い
じ
め
や
不
当
な
ダ
ン
ピ
 
 

ン
グ
／
等
市
場
に
お
け
る
麓
争
の
過
熱
に
よ
り
生
じ
た
歪
に
つ
い
て
は
、
放
置
す
る
こ
と
な
 
 

く
こ
れ
を
是
正
す
る
。
ま
た
、
原
油
な
ど
原
材
料
高
騰
を
価
格
転
嫁
で
き
る
取
引
慣
行
の
 
 

適
正
化
を
促
す
。
 
 
 

〔
今
後
取
り
組
む
べ
き
重
点
政
鼠
課
題
〕
 
 

自
由
民
主
党
・
公
明
党
連
立
政
権
合
意
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四
、
医
療
 
 
 

医
師
不
足
に
、
対
応
し
て
先
に
決
め
た
緊
急
対
象
に
か
え
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
配
備
促
進
、
 
 

救
急
患
者
の
受
入
れ
を
確
実
に
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
作
り
な
ど
救
急
医
療
の
整
備
等
、
 
 

更
な
る
医
療
体
制
の
整
備
強
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 
 
 

ま
た
、
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
は
、
求
隼
田
月
に
実
施
が
予
定
さ
れ
て
い
る
七
〇
 
 

歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
窓
口
負
担
の
l
割
か
ら
こ
割
へ
の
引
き
上
げ
及
び
七
十
五
歳
以
 
 

上
の
新
た
な
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
被
扶
養
者
か
ら
の
保
険
料
徴
収
の
凍
結
に
 
 

つ
い
て
、
早
急
に
結
論
を
得
て
措
置
す
る
。
 
 

五
、
グ
子
化
対
策
・
子
育
て
丈
抜
 
 
 

出
産
・
育
児
に
安
心
し
て
取
り
組
め
る
よ
、
り
′
産
科
医
・
小
児
科
医
不
足
を
解
消
し
、
児
 
 

童
手
当
の
拡
充
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
・
妊
産
婦
丈
扱
の
充
実
な
ど
子
育
て
丈
後
見
を
強
化
す
 
 

る
。
 
 
 

平
蔵
二
〇
年
度
に
実
施
予
定
の
母
子
家
庭
に
対
す
る
児
童
扶
養
手
当
の
一
部
削
減
の
凍
 
 

結
に
つ
い
て
、
早
急
に
結
論
を
得
て
措
置
す
る
。
 
 
 

三
、
年
金
 
 
 

年
金
記
録
問
題
に
つ
い
て
、
徹
底
的
な
問
題
解
決
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会
保
険
庁
の
 
 

日
本
年
金
機
構
へ
の
円
滑
な
移
行
に
万
全
を
期
す
。
 
 
 

平
成
十
大
年
の
年
金
改
革
の
道
筋
に
沿
っ
て
、
平
成
二
十
一
年
度
ま
で
に
基
礎
年
金
の
 
 

国
庫
負
担
割
合
を
二
分
の
一
に
引
き
上
げ
る
。
無
年
金
・
他
年
金
を
防
止
す
る
施
乳
の
丸
 
 

実
等
を
図
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
年
金
制
度
の
あ
り
方
を
含
め
社
会
保
障
制
度
の
一
体
 
 

見
直
し
の
検
討
を
進
め
る
。
 
 

二
、
地
域
卑
生
 
 
 

地
方
と
都
市
の
格
差
を
是
正
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
や
必
妥
な
イ
ン
フ
ラ
の
 
 

整
備
な
ど
、
地
域
活
性
化
推
進
の
た
め
の
施
策
を
大
胆
に
請
じ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
必
 
 

妥
な
財
源
を
確
保
し
っ
つ
、
地
オ
自
治
体
間
の
財
政
力
格
差
の
是
正
に
向
け
早
急
に
対
応
 
 

す
る
。
 
 
 

ま
た
、
地
方
分
権
を
l
層
推
進
す
る
た
め
、
国
と
地
方
の
役
割
分
担
や
国
の
関
与
の
あ
 
 

り
方
の
見
直
し
等
に
徹
底
的
に
取
り
組
む
。
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十
二
、
外
史
・
安
全
保
障
 
 
 

強
固
な
日
米
同
盟
と
国
連
中
心
主
義
を
踏
ま
え
、
積
極
的
な
 
「
ア
ジ
ア
重
視
の
外
史
」
 
 
 

九
、
教
育
卑
生
 
 
 

国
民
一
人
ひ
と
り
が
所
得
や
地
域
に
関
わ
ら
ず
、
人
格
の
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、
 
 

豊
か
で
充
実
し
た
生
活
を
享
受
し
、
社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
、
教
育
再
生
と
科
学
 
 

技
術
の
振
興
に
必
婁
な
施
策
及
び
財
源
措
置
を
講
じ
る
。
 
 

十
、
農
林
水
産
 
 
 

食
料
自
給
率
の
向
上
、
担
い
手
育
成
泉
の
充
実
、
経
営
安
定
化
対
策
な
ど
農
業
の
構
造
 
 

改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
環
境
・
国
土
の
保
全
な
ど
に
役
立
つ
農
林
水
産
業
の
さ
ま
 
 

ざ
ま
な
役
割
に
着
目
し
た
支
援
嵐
を
拡
充
す
る
。
ま
た
、
国
産
材
の
活
用
を
誘
導
す
る
な
 
 

ど
林
業
育
成
策
を
推
進
す
る
。
 
 

十
一
、
環
境
 
 
 

京
都
議
定
書
の
六
％
削
減
約
束
達
成
の
た
め
温
暖
化
対
策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
と
と
 
 

も
に
、
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
の
成
功
を
目
指
し
、
米
中
な
ど
全
て
の
主
審
排
出
国
が
参
か
す
 
 

る
枠
組
み
の
構
築
に
主
導
力
を
蚤
拝
す
る
。
わ
が
国
の
後
れ
た
省
エ
ネ
・
環
境
技
術
に
よ
 
 

る
国
際
協
カ
を
推
進
す
る
。
 
 

七
、
庖
周
 
 
 

若
者
が
希
望
を
も
て
る
よ
う
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
常
用
雇
用
化
や
、
ニ
ー
ト
の
自
立
支
援
、
 
 

正
規
雇
用
へ
の
転
換
促
進
泉
な
ど
総
合
的
な
雇
用
対
策
を
推
進
す
る
。
 
 
 

派
遣
労
働
や
短
時
間
労
働
な
ど
雇
用
形
態
に
よ
る
処
遇
の
格
差
是
正
を
図
る
。
 
 

六
、
障
害
者
施
泉
筆
 
 
 

陣
害
者
自
立
丈
援
法
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
障
害
者
福
 
 

祉
基
盤
の
充
実
を
図
る
。
 
 
 

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
社
会
形
成
推
進
法
 
（
仮
称
）
」
 
の
制
定
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
 
 

八
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
 
 
 

度
用
・
家
庭
生
活
・
地
域
社
会
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
を
促
進
す
る
。
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を
展
開
す
る
。
ま
た
、
核
軍
縮
・
不
拡
散
体
制
の
維
持
・
強
化
を
推
進
し
、
「
核
廃
絶
」
 
 

を
目
指
し
、
せ
界
を
リ
ー
ド
す
る
。
 
 
 

国
際
社
会
と
協
力
し
て
「
テ
ロ
ヒ
の
戦
い
」
を
継
続
す
る
こ
と
を
確
認
し
、
「
」
の
た
め
、
 
 

今
国
会
に
お
い
て
、
海
上
自
衛
隊
に
よ
る
対
テ
ロ
抑
止
活
動
を
引
き
続
き
可
能
と
す
る
た
 
 

め
の
法
整
備
を
行
う
。
 
 

十
四
、
行
革
 
 
 

歳
出
削
減
と
税
金
の
無
駄
遣
い
を
一
掃
す
る
た
め
、
革
質
仕
分
け
作
戦
等
を
徹
底
し
、
 
 

内
閣
に
お
け
る
推
進
体
制
を
確
立
す
る
。
 
 
 

権
限
・
予
算
を
背
景
と
し
た
 
「
天
下
り
」
 
の
根
絶
な
ど
公
務
員
制
度
改
革
を
推
進
し
、
 
 

国
民
に
奉
仕
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
徹
底
す
る
。
 
 
 

頑
張
っ
た
者
が
報
わ
れ
る
能
力
・
実
績
主
義
の
徹
底
な
ど
公
務
員
が
や
る
気
を
出
し
、
 
 

持
て
る
能
力
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
制
度
と
環
境
を
整
備
す
る
。
 
 

十
三
、
拉
致
問
題
 
 
 

拉
致
問
題
の
一
日
も
早
い
解
決
を
め
ざ
す
。
 
 

十
五
、
政
治
資
金
 
 
 

政
治
資
金
に
つ
い
て
は
、
一
円
以
上
の
全
て
の
丈
出
に
領
収
書
寄
添
付
を
義
務
付
け
、
 
 

そ
の
公
開
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
独
立
し
た
第
三
者
機
関
の
設
置
な
ど
国
民
の
理
解
が
 
 

得
ら
れ
る
よ
う
、
 
内
外
の
意
見
を
十
分
に
勘
案
し
て
具
体
的
な
成
案
を
得
る
べ
く
政
党
間
 
 

に
お
い
て
協
議
し
、
今
国
会
で
成
案
を
得
る
こ
と
を
目
指
す
。
 
 

平
成
十
九
年
九
月
二
十
五
日
 
 

自
由
民
主
党
 
 

公
心
 
 

・
煮
r
 
 

公
 
明
 
党
 
 

代
 
表
 
 
 

太
 
田
 
昭
 
宏
 
 

裁
 
 

福
 
田
 
康
 
夫
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